
利用者の皆さんが他の図書館から取り

寄せを希望した予約資料や、所蔵してい

る図書館以外で返却をした資料などは、

トラックで回送され所定の図書館に届け

られます。予約資料の受け取りのみが可

能な公民館（中川、長野、大類、寺尾）を

含めた市内の 12 か所の施設を週 3 回、

一巡しています。 

～高崎市立中央図書館のお知らせ～ 
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図書館の仕事 
物流編 
図書館の仕事 

   

高崎市には中央図書館以外に５か所の地域図書館が

あります。加えて高崎駅市民サービスセンター、倉賀

野公民館図書室の計８つの施設のシステムが連動して

いて、それぞれの施設の資料をそれぞれの場所で貸出

返却、予約ができます。 

今回はそれらの図書館の資料を利用できるようにす

る物流の仕事について紹介します。 

物流編 

資料の種類、予約があるかないか、中央館

を経由してほかの図書館に回送される資料か

などを目で見て仕分けします。 

図書については大量の処理をするために専

用の自動仕分け機を使います。 

仕分けが完了すると、所定の書架（本棚）に

戻されます。 

受け取りのみが可能な公民館図書室には、上記の４つの公民館に加えて倉渕公民館図書室がありま

す。最寄りの施設があれば、市立図書館の資料の利用にぜひご活用下さい。 

（市立図書館では倉賀野公民館以外の公民館の本の返却はできません。また、公民館図書室は開館する

曜日、利用可能な時間がそれぞれ異なるため、事前にご確認をお願いします。） 

仕分け作業は

館長をはじめ

その時参加で

きる職員が、

一丸となって

行います。 

 

 

 

朝９時頃、中央館から各図書館行きのコンテナが専用のトラックに積み込まれて出発します。 

各地域館、公民館でも同様にほかの図書館に送るコンテナを準備しており、行き先ごとに荷下ろし、荷

受けがされます。施設を一巡し、中央館行きのコンテナを積んだトラックが戻って来たら、職員がコンテ

ナの中身を仕分ける作業が始まります。 

配送する資料（本、ＣＤ、ＤＶＤ、

ビデオなど）は大きさがばらば

らなので、壊れないよう、なるべ

く職員が形を整えて専用のコン

テナ（箱）に梱包し、所定の 

図書館や公民館に 

配送します。 
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第２回 懐かしの高崎駅構内 

前回は高崎駅東口の変遷をお話ししましたが、今回は駅構内の懐かしい写真を紹介しましょう。                      

一枚目の写真は西口の切符売り場で、自動販売ではなく窓口で乗車券や 

急行券などを購入していた頃のものです。 

 切符を買うと二枚目の写真の改札口で切符にハサミを入れていただいて 

ホームに出ます。今のように Suica やスマホを機械にかざしてなんて当時 

は思いもつかないことでしたし、改札口と出口は別でした。                

                   さて、入場したところが三枚目 

                  の写真の１番線ホームで、ホーム 

                  脇には土産物屋や売店、立ち食い 

蕎麦の店などが並んでいました。奥に見える跨線橋を渡って１番線から

８番線までホームがありました。また、上信電鉄の発着場所は１番線ホ

ームの跨線橋の先で場所は今も変わっていませんが、この頃は９番線と

いう表示でした。1968(昭和 43)年からは０番線に変わり、「ゼロ番線上

信電車の発車ベル」と高崎かるたに詠まれています。  

１番線からは夜行列車も出ていて、昭和 40 年代の登山ブームの頃は 

多くの登山者が「急行越前」 

などに乗って、黒部や富山から立山連峰などを目指してゆきました。 

金沢などを旅した折に、この列車に乗り合わせ、通路まで新聞紙を敷 

いて寝転んでいる人たちに驚き、明け方まで客車のデッキで過ごして、 

登山客が降りていった富山あたりでやっと座れたという記憶があります。 

 最後の写真は、駅弁やアイスクリームなどの立ち売りの模様です。 

客車の窓が開いて、そこから弁当な 

               どを購入しています。旅といえば駅弁、 

陶器製の入れもののお茶、冷凍ミカンな 

どが当時の旅のお供でした。 

私が中学から高校の頃は、信越線に乗って中軽井沢のスケートセンターまで

毎冬行ったものです。当時は、400 メートルの公式リンクや、屋根付きの周回

リンク、インドアリンクがある大きなスケート場で、世界選手権なども行われ

ましたが、2009(平成 21)年に閉鎖され、今は風越公園内に新たな施設が出来て

います。いつも帰りの横川駅で「峠の釜めし」を買って、食べ終わる頃には高

崎に到着といった記憶があります。皆さんは、駅にどんな思い出があるでしょ

うか。「東口の変遷」、「駅構内」と続きましたので、次回は「西口の変遷」につ

いてご案内できればと思います。 

 

 

 

中央図書館 開館時間 

火曜～金曜   10 時～20 時 

土日祝日・月曜 10 時～17 時 

高崎今昔 
写真でみる 

著・高崎市立中央図書館長 

①  

②  

③  

※写真は全て原田雅純氏撮影 高崎市立中央図書館所蔵 

④  

 


